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付 出 一 町
の 項 村
通 等（
知 変 の

更 意
） 見
の

次 次 示 資 活 則 目
二 二 金 性
等 等 利 化
陸 陸 子 資
士 士 補 金
、 、 給 利
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第

二 一 ◇
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９
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年 立 号 月ら

六 午地

北 海

３４
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書 変更成更営年

す政月年等 更の

月縦

後年年る策日５の
覧

）月５理上

ポ日月由、
大日 ス

第

帯大名み東変大

氏

し模更

広規ず京更規変

小ア中た小前

市模ほ都

店帯

４売セ央事売）

西
舗ト八舗広

条店ッ区項

南

号

１
項模フ

事規ス

出大ポ

届

広

要店帯

概売ル

の小ー
舗

月 法か２た釧

十 ら項め路

四 平変の配支

日

に定す商

成更規慮庁

法い基き労

年つにべ工

律てづ事働

金

出、に光

第届き項観

曜

）あ該いに

号が当つ課

日 第っ大て到

後 域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

） 月
に
定

規 日
る ）す 火

店

帯売

ル小

ー模

フ日規 サ

す
を

更
変

の
称

名
舗

広

を信重の

銀一称ィ

丁設託洲名テ

番る株目

１す行丁

目置

社１

ほの会番

地者式２

名産

は動

又不

名号

か氏 地
在

所
び

及
称

名
の

称企

条。模見す

６た規意着
すう

１売有よ

第小をる

規を者出

の舗る提

項店
書こ

に置、る

定設はす

、者にが

りる面と

よす

休 ま

のそりき

次がよで

を
日 で

曜
土） 、。 日く 曜除 日

及画

の
も

る

民
国
び
及
日

に
び山

並遠

所
住長

び部

北

は
て
っ
あ
に
人良

法光

。

との平る

堀
事
知
道
海

お周成

り辺

次

大地年
北

土の 海

と 道

お
地 関

告

り
改 す縦午

示

役
良 る覧前

第

員
法 法時９

律間時

の

２３

に
日
祝
の

か

成出縦北北縦平

届平届
書覧海海覧成

出
年
月年等場道道期
路６

日５の所経釧間年

月縦済

変大変平変経
す戦

更規変変更成更営

し模更更の

理上

た小前後年年る略

の
者
表
代

事売））月５

釧株大

ポ釧大名
氏アイ

郡模式路式阪

ス路規株

社大

ー釧小会郡会府

フ

１

也
達

ル路売社釧

事規

成出大

平届

昭 月概売

６の小

年項模

退 号

和午任
和 昭ら
後の 年

が
律 法時出

法 年５届
第 律
第分あ

まっ

でた 号

に

第 ）。 ） 号

覧部支月
定

条 規

日地庁
産工
域商日

光ら

観か

課働）

業労金

課

月
日

大

項店釧ポ日月由、

舗路ス

小

名テー模

のサフ日規
称

名
舗

路店

釧売

称ィル

釧町店き路コ阪

更
変
の

桂モ淡

路桂舗な町ス市
ー町

１設木ニ路

木をい

丁

目す表丁二

丁置代１

者締１表目

１る取目代
地締番

１の役番取２

番

内号

か名木１役９

ほ氏

要店

は篠

又

地
在

所
び

及
称
名
の

日舗

す

第
に 除

定 を

規 日

の 休

項 る
）り 。よ く

七 、

七

で
ま
）

火

地
土

益
浜

を

び
及

日
曜

土
、

日
曜
日

伸

称治

名周田

の
も

る
す

人
法
に

び
並

所
住

び生

及

改

堀
事
知

道
海
北

っ
あ
に

日
祝

の
民
国

、
ら

か
区

良

也
達

の
者

表
代

は
て

に



同同同同同同同同

北 海

町
平

同同同同同小同同

道 公 報

事 北

土の事増 海

地完平 道

改了成業 告

良の 示主毛 法届年 第

出６体

昭が月

名町 和あ 号

っ日

第

別 北

土土 海

地平

平

道

改成

地 成

告改
良 示良
区年 第法
の６
定月 昭
款 号和

監理の日

号

年 成

任 平

退

平

月 成年
十６日
四月

年
六

豊富大豊沖沖千豊

日理

里椴岡１２松浜

岡内内

豊
同同同同同同同同

２

文岡 寒

舎信朱箸暑千桑
同

熊砂別別南松園１

沢
復

盤害

同同同同基災同

促
備旧

整
進農農

砂

第区 律
法。地信

年た

名
害 第事災 ）

号

復

の業

条旧

２農

別事律を の法更

事年変
可
第認
し

義

第
。 ） 原た 号 菅

浜

２
第

条 光
月

事 十
四・ 日

氏

金

名 曜

日

業

同同同同同同同同

住地
］

備）

整設

盤施

基）用

同同同同同同同

）
道
農

の設

項施 の １用

第業
同

よ知

に道
種 定海

規北）

改完平

地
土堀

、類

り事

定 浜

規 郡

の 益

項

了 良成

字道 り 大海 よ 村北 に 益
村成 木事 平 柏知 、

堀

知
道
海
北

月 田６ 新年 字 堀
事

前山

同同同苫初同同同

良 良
改 改地 地土 土別 町

平

同同同小同同同同

良
改
地
土

事達年 業

月 の也

工日

土
萌

同同同天同同同留
良

改

塩地

達 ６

同遠同

２当

地也 、

番日

同
所
也

達

別

同同同同同

古有栄栄南

区区

前
苫同

１里

楽楽楽丹明

寧寧寧

同同同同

１２３別明２

豊高豊寧富

区

同同同同

楽里

幌真庭岡岡

東樽桜

同同同同

糠布沢４砂３

土旧
模復
規害

同同小災

北中北北振新泉幌

町区

老２２糠

第第 里川成源

同同同同同同

里央２口

東岩東小長北歌
町

同同

川見川川島１越

川里

小

町

同同同同同同同同

１

同同同

２渓川

川
小三東

地
）用

良地業

改農農

）
水

排
用

用）

業設

農施 施

用）用

業地業

農農農

））

設設

施

）
地
農

七
八

同同同同同同同同 同同同同同同同同 同同同同同同同同 同同同同同同同同 同同同



定 北

森を

３

海

解

え

道林 解置

除 告法 い

平 す 示 除次て

成 る 第昭 の縦

十 予 和 図覧 の四 定 」に

年 で 号

理年 は供

六 、すあ

北 海

平解場保た

森を
定１２

的

法除成除所安目

林解

予林 す
和予６保し

昭る年定と

定月安て

林指 年で
あ日の定

道 公 報

北 及め

海

北

漁る 海び

道 。平 道上 船

告 成 告磯 損

示 示は 害

第 年 第ま 等

６ な 補

月 す 償

号 号加 法

日

第

日

同同証平

高明

海 書

北

支

臨

の道

庁

号

時 番

号

良
改

地
土

別
山

初同同同

法

区

月 律 省るる

十 第 由略。。

四 し）

日 、
理図第

定の） 指そ号

由面

条金

２

消北の

のを

曜

２

道第

滅海

日

第。在れ

律る所さ

法

釧

市の 第

路害 ）釧霧 号

新防

の

野備 条
１

１ 第

の ２

入
に 和

区 昭
つ

法
第同

律、
て 法

い 年
）

号第
条 第
第

１２ボ

成成ケ

共共名ア

代明明

栄千南北
同同

ノ

旧
復

害
災同同同

田里里

に

経定

庁規

支の

路項

農

の

課次

務、

林り

部よ

済

項

市保

路に

釧う

びよ

及

北示 に

に 定

図 規

の の

次

次

知分 、

道部 り

海す よ
に

。 う

堀る よ

限 の

事に

第規
の ２

項 の
１ 条

保

）

る

道 のよ

海 項に

北 ３定

堀 よが
に意

事 定同

知 規

ラ

種サ

前

た 松
っ 、

りあ

同

）
設

施
用

業

レ 同同ブ

にの

所林

役安

成
平同同

解在保た解

１２３

備指

除場安目

図

係との

除 に所林的次

の
林

達 安

保て」 の るし

定

指

也
北

森を 海

解平

え

道林 置

除成 告法 い

す 示 次て

る年 第

。６

昭 の縦

和 図覧

月

也 くと
さの

達 も 前

」に

解場保た解

１２３

ら認

予林的

成除所安目

平

除

月安ての ６保し

年定と

生
類種

ト
ッ

次年

の月

と平日

お成
り

し月
付６
交年毛鹿

北

農 海 同

道林
告水
示産
第大
臣

のさ省

林定、 理

安指は

限土道そ
、

し

所れ由略

。の用図

田る砂路の

虻
田出とを

虻）流地面

郡
字防る海

町のす北

号年 は供

第 略。

律 省る

法 、す日

し）

、
図第

の） そ号

面

林指

海２

北の

を条

道

在れ由

所さ

日の定理

か地

郡の用

払源路

勇水

毛

字る

町養す

真んと

厚

色 た
報検績２

通
旨日

門

た
っ） あ成級 級 が査

か

町

養別

。飼

号

殖 里

増 明良
改 南

畜
家

ら
法

模

和 規

昭 小

振

爺め胆

洞備た道

年 土

北済

町経

泉庁

温支

湖

海部

道林 の

七 知務 １

九 事課

２

道第

虻 図

堀び の

及 次

に

経定

庁規

支の

振項

胆

の

課次

務、

林り

部よ

済

１
内め

幌た

厚う

びよ

及

の

事示

知に

道図

海の

北次

夫
茂

の

木
正 者

分

堀部
す

地

堀

及

事
知所 道

海
北住

第 良

律 改

法

農
水条

排４

用第

用）

業号

す

町 示

田 に

の
項

１

）第

に

に備

也に 分

場 部

達役

指

にの

場林

役安

町保

真

達

び

也）
。

達る
限

に

備

証
畜

同種

名

也

氏 明
書
を



定 北

道しそ

３４

海

、の 道

同関

路 工工

告

条係

事法 事

示 の開

第図 第

２面 種

昭 始

和 の

項は 類日

の、 号

規北

年

北 海

始１２ 北

山す 海

村る平路工 道

振。成 告事 興 示線 法年 第

６区

昭月名間

和 号

日

道 公 報

第１２３ 北

札 海

幌条平作作作 道

市に成業業業 告

種期地 長お 示

かい年類間域 第

らて６

、準月

公平札 次用 号

のす日共成幌

第

第１２３

旭

平作作作
期地 ） 開成業業業 号 川

種 発
建年類間域 第
６

公平富 に 部月 条 設
長
か日共成良 お

号

海
北

え

道 置

告 い
平示 て
成第 縦
十覧

四に

年号 供

六

に道

律 上改平定海

法 す

よ建

第 川築成

郡
新年り設

町月路道 ） 得６道部 号
の路 第 字
新日供整
を課 第

内用備 条
開及 １

地す北 の ４始び 項 番
新

律町郡

法得川

年新上
北得

第道
内

第線新

）内字

号新町

条
１番 第

市

地 項

とる測

り法４

お同量年
標８

公第座月

共

換ら

量第変か

測条値日

施の月

実項）５

の２
が規

野 い

了にま

終定日

ら測

次２ 準 、量年市 て

日 る と級８ す の２月 用
公点ら 法 り準か 同 お水

共）５ 第

月 条 測
量

項 実ま ２ の日 第
月る

十。

四）

日

金

曜

日

室 に ま。道 定 先る海 規
路

現 道

木 、

土 り

蘭 よ で

次

え を

備 域

に 区

所 の

業

にら 定か 規先 の

い の

置

の事

道知

町道

る海

よ北

る
しよで

の
次
を
事堀

工

あ海

測が北

、知
旨通

た
た知

法っ道

量

堀

和
昭。事

定 終規 がの 施で

律
法
年

旨道 る た海 よ し北 に 了

堀 あ 量が 測事 知 、知 通
た
っ 法

示
告 り

、 お

て と

和。 昭

更の
決

北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

２面間６

昭
和
項は、月

地内

２３

開
り也

お
と達

路道区勇
払 路先

勇２

厚 区ら番

郡 線のか

第達

払地

真 名域

也

更の１

）
号

北

道しそ日 海

たのか平道 道

。関ら成路

路
告

の

法

係２ 示

図週年種 第

面間６類

昭
和

は、月

達
区勇勇

１２３

律
法也

年

の郡郡

路路払払

道路道
名域真真

種区厚厚

の線

ら成
か平
日
の

町町

類

２
、月
間６
週年

の、一 号年

縦

律定海の

法規北般日

よ建覧

第に道
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

町

開及 １
を課 第

用備 条

幌真で 幌 上厚ま

字郡
先

内町 内

早字

後

場変後

車
停

来間番幌

前別

線更の前後

、一 号年

縦

律海の道

法北般日道

建覧

第道
設に

路る 第

道す ）部供 号

整。

幌幌
字字

及 １

課 第

備 条

道幌内内

道上
内

車先地 停地２ 来番番 早

間で 線らま 場か先

敷

一
。
る

す
供

に
覧
縦
の
般日

始び 項
す北 の
る海 規
。道 定

木 、

土 り

で幌 よ

ま札 に

備 域

に 区

所 の

業 路

現 道

敷

え を

地
の

でらでら

かまかまか 幅
員ら

延

に

道 定

海 規

北 の

び 項

長

道

木海 、

土北 り

蘭 よ

室
に 区

所事 の

業知 路

現道

え を

備堀 域

地
の

員らで
かま 幅

延

道
海

北

長

八知

〇

、 お

て と

い の

置 次

堀
事

区 等
複 道

国重

変示
告 り

て達 と

い の

置 次

の間
と

道
国重

変示
告也 り

、 お

也
達

の間
と区

等複



平
成
十
四
年
六

北 海

町で

１２３

道路道区積

大
地 郡 の線の字 番

丹 路路

丹 類名域舸 先
積 種区入

ら 町

町 か

道野番 積 大

道 公 報

更の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

２面間６

昭
和
項は、月

の、一 号年
規北般日

第

狩地華

区石２弁石番弁

郡先別郡先別

狩地華

当か 当か
石４町石番

別ら番別ら

町
郡先弁郡地

字狩地字狩

弁

号

線の

路路

道路道

１２３

道当
類名域

種区

の

月
十
四
日

後後後

金

曜

日

司

婦地 郡 日

道塚１ 丹 字

変後

線間町丹ま

美先 積

敷
前別

更の前前

地

覧

第に道縦

律定海の

法
よ建
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

当ま華当先

す北 の
始び

町で

別別で別別ま

華
町

字 間番字

敷
前別

更の前後後

変後
地

線
港
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土北 り

樽 よ

小
に 区

所事 の

業知 路

現道

い の

置 次

え を

備堀 域

の

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

同

堀
事
知
道
海
北

国重
長

等複
道

市郡
毛

郡増同同 増次柱

定供標

の間
と区

にそす

よのる平毛に
暑げと

り関。成町掲号

、係

６沢地結

次図年寒るを

達 と

区は月急番ん

の面

変示
告也 り

、 お

て

北

急 海

傾 道 空 空

斜 告

地 地地 知知

示

の 先先 郡郡

第

崩 ま 上上

富富壊 河で

１２３
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のイウ

２
第

平 申を２日申
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年 ういイ年に年う

六 とる及１お１と

北 海
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２
第
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築気装標
路

建電管塗道

工識

第

装

業産林橋

農水森舗鋼

土土土上

号
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土

格般

資一

月 すこび月い月す

十 るとウ１て１る

四 月。を日引日月

日 の次きかの

時き同月

前の随続ら前
日

末うの１年末

月よ

日に申年

金

ら

か改請以月か

らめを上

曜

るのまか

さるすそ日さ

か。

日

び月い月 設

の場事での

日引日 工イ１て１ 置工

次きか 事事を
よ時き同 機造の随続ら

器工うの１年 械園

に申年

設業改請以月 具事

めを上

。るのま 工るすそ日 置

置 工工工設

業場事で 事

管工塗と

事事事事事
工

又気工事装び
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間はいの間

そ請とをそ
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事よる事
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装
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２
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２
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２
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初は高

のて入 。月っ
築気

般橋

一舗鋼建電管

月）

のるる分

工

土上 装

実初初決

発ののの

開月

格

請格た

申資し資

成

２
法の書の

方査請

の審申

第
、

初は

のて

月っ

るあ

時成次

随平を
２

イの
３

の

事事

作工工

清 料木木

の

整
調

業
事
部

政
農

成量掃

置の 工工調 の 設設物

課

事事計計査

工工設設

置
設情

建
部設
設
建建

事事

工工工 木部

室課
理
報 管

申類

事事事事事事

工工

次す
、出類

は提
請を種

申申

にと時 表こ随 のる
行請

の るり
めよ請

定に

合 請わ場 申

改

を月に

請７う

申年よ

者る

る日め

す１
成

平
ら

か
）

月。

建

るを総

た地の

主在庁

理
報 管

設情
建
部設

設
建 れ主道 類け書

書な

室課

出なる 類 提ば定外 た

の

の業 になあ 期 先ら営
に

該が者 当。申所る 、い
先内 のた 出主道 提請 提

年

に のる

出

月
日

ま
）

金

八で

四

計

所す会

業管部

営所務

先あ

指営 場

所支課

のる

りが者 よ所る に合

業 示
作



平
成 ３４

十 のの管う提

四 総許理印ち出ボ

年 務可室刷、しイ

六 部を建物主なラ

北 海

工１２ 件 加） 産注 林物

操

の定申作 製

時申書係 の随期請に 品

道 公 報

の

産産 報舶

保情船林林

テ造の製

ス建 守物物

シ

点売品 ム又

第

舎 品舎 イ

物物ボ庁庁庁

等等等消

のー等

品ラ舎

防 運 賃

の

号

木の

土物

林刷

森造印

月 会受設のたけー

十 計け情製るれ等

四 課た報造営ば運

日

所ら操

でも課、業な転

る提品がな作

あのに物
幌。資

者許出の札いの

の可し購

金

け又に審

う申な入市格

ち請

曜

ば物るの

、中れはあ査

国の

日

類る 売製

土者な品も申

請」も 払申請
とは刷を

」と印の い造

ののく 係

は１物除 林関

製。

産１
の造）

部の
に物提 験

のア、の 関

試

の先 場課に定品出

係ア

のは

林関める購が

定め

環

検発理い産

開修払生

林

合産境 進産

総推水水

部 画務道 情務 企林室 室

森林

基総 部部有 報
課課林課

盤務

操設 貸 購転清警

総推水

納
出総総

入借作掃備備

管

管総 品
物部部

局務務

製

出総総

課課課

理財務 総
部

務
林

産
水

事林造

工

はを

交をらのの請

課
務

大むい貸、す

通含な賃

）の請者

臣。。借申る

、格類う

行は資書の

の
請査出、

建申審をち

う
類申局た

業書の納主

設
建を品営

第を請物る

法

る時入主
条設す管業

３

期に物る

産時期、た 係

うの業 関

試以行品営

部

請貸の

係の申賃所 験

外
い又在

期を借所 場課時

林関に ンり行うは地 セ タ

う。ボを 係 ン ー産 タ 及部申イ所

ー び試請ラ管 を 根をーす 関 除 室

部 画情務 企室林

合進産

基総 部報
課課

盤務
ータ 総推水森

ー 石、 合進産づ狩檜、

企室林く森山宗 情務りづ森谷 画くづ森

部報部セ
りくづ

管総 品
物部部

局務務 納

主在庁

課課課

理財務 管

部

営所務

るを総

た地の

者課が

第部る理所

業管

該

２

項設のに札

１建

先

を企申申出

格再再提
指

す組のしの

有業請請

い等る 験

る合方よ

森係

。 づ
く

場課い運支

） く
２６１
第

、転庁

資中

当、資再次う

て行
いと格小

該当格申のこ

査のずがを企

資該審請

に可の事れで有業

格許

基総ンセりく 盤務タンセり 課課ータンセ

の

２５１

第

日

２

資ま年有１資資資第
をに

格で３効の格格格
喪有規

の、月期有にの

間効関 有随

総
効時日の期す失す定

１
第

所支課

のる務

所す
の

ら格格

か資資

４
第４

水理よな６有有

６第の

課

５

随産にうらま効効

又法う示

市庁るに

幌す

り

あ協すよ

ではとに

者
合は成

も組者作

る業る
申

限あ第た

にで、し

の
格２書

。資の請

るる３

等
変有表を

ををの類

）

るる協

係、再由かきす

許請該。者同

る免申に

登す当合

業、当の組

営
関録る該

に
法をで格業

し等者資企

のりき係合

令取引に組

定さき営除

規消続るを

更間るるす
にれ資業く

請で新の公者る

期申ま

格

はのと手更示が資

間

行の要

、場す続新を次

に。しうい件

定合るを
定れ該

申あよ予ずに

期

し

のてとがか当

請っう

資るる該な

場はすあに

ですこ

に格者の当い

合

林係となで期期
あをは

及

申務るすいを間間

時

の者のび

請部もる。次
う該

お務をはよ当

に総
てにく申に期

い課除、
）書めの

、申。請改間
。新

設書の類る更

建請

続

建をち建手

部類うを

の出

に舎者提
設提、設

も掃ちな

る清うし

あ等
たば

は庁主れ

の、、け

請警営ら

申等るな

、舎
が。

類又所い

書備業な

出

更すの提

総庁札

をは

で申な

た者時し

しる随
場ば

ののれ

のそ請け

も
員のら

成合な

構

八 を申な

五

たの

し類

更書。

変請い

るとを相）

よた格を。

可。よ、あ

許き得続で
又格

免と併資

、う合る

登者譲有

、るはを

許す

よ者

等、にる

録は渡す

す審承そ

要格りで

を資

平当こと

っ有、、ると
とっ

はる成該とな

てす

公 平と

１にっと

成認年示なた

め

にづと。

年た月基たき

成更は

月の平きき

４旨

新、

１通
日知
らあ度続該

かが年手当

建

管出複部

平っ及を資

資提管

室るの設

理す数
建

情審先室

設格出理

建
申格情

課の資設

報査に

政査課

農請審報

、

請出

事舶申提

部船のに

消に

部等市

務舎幌

業の

に備も

課設る

財防あ

管

申

し点、

出守は

提保の
格類

れ資書

けの請

な検

に
先

の出

も提

な審を

ば

場のし構

る査継の

当
、 お請

に申者員

合再た成

うを

成たび行格

いを資

日平
とう

年か成こ失

３ら
成度

月平年。。

時け

整造同な

調建をし

は修しば

又はにれ

課又

総

い申部

なの務

ら査総
を務

。請



プ

アイウアイ

プ

道ロ提総

成海内ポ案合 号 ロ平北
道にー者的 ） ポ

の ー

実考 規 ザ年の本ザのな

、の力え 定 ル北競店ル

の海争

北 海

１２

務行資

務業業履加

業参

名容限及

要内期格 務 概

おる平査
審

び

北

道 公 報

定と成

指の平
次

１
金お

関ロ月

機プ６

融り年

のポ

項ー日

第

の 北

平よ

１

海

成う平 道

に成

平指

告 成定

年改 示 金

北正年 第

海し６

年融

６機

道、月 月関

告平 号 の

日項示成日

号

の 北

平よ 海

成う 道

に 告
平年改 示
成北正 第

十海す
四道る
年告。 号

六

査 基 提道入支審方 に 示

者示参又の づ 出告札店

資営え 指 に第加は考 く
所 停 求号格業方 名 要９

の 期 れ規指等 止 さに者

業 中 資す停営 間 る定名
務点 な 情事拠 で 格る止
い 報

考

海イ支り。成の

道ン庁、

高タこ年え

ネ狩に月

速ー石れ９方

情
報ッ支必

信利をな

通ト庁要日

盤のくス）

基用除シ金

の開

備及）ム

整普。テ

ル

中ザ

事・

公

央要

中を

安出

知提

倶の

を。

」る

店す

支請

倶

中第
年
７ 根
中８

室号月
施

店道ら

支海か

央北日
定す

を指行

」の

室融。

根金る

月第

十
四
日号

道
海

北

金

指
の

曜

金
定

日

す で ス理有 者 シ処を

融

こ の者 る ム領る あ テ要
４る 。 発成あ と 開平で

を月。

格９と

資年こ

の
有

ビ、

業拡ロ発

る付
す日

大
公テ

共図にス

公をーシ

等と端設

末こ共ム

端る
設び

ス目を及

シを末定

開しす験

ムと置試

テ的

安
知

業、こ整

発てる調

支
告

道改道

海に海

北」北

店

機

堀堀

。
事る事

知め知

北改収

にび

」及

店関

支

金

知。理

道る代

海め納

及
関

機

の
）
関

堀機
融

事

）
関
機
融
金
理
代
納

収
び

１２

第
。総
と局
こけ

の

資

成務業業履加

平業参

概務行 務

６名容限及

年要内期格

」庁と委

務本とを

月び

次

４

びてす

及し託

企平提持の細と

そ詳の

す、り

画成出参他はお

場 提

はこロロ

案年所るププ

也也

達達
書７

平交直参平提持
場又

成土付接加成出参

曜場交表

は郵

年日所付明年所は

を
部

達一

６及はす書６

３

次

也

ロ

管続担郵北電フプ

手

番クポ

理等当便海話ァ

課号総号シー

方部番道

エ
次
を
部
一

及合ミザ

法 テテテ

ススス

シシシ

ウ

審

ムムム

用汎策成の

日汎画平査
考 電用定

申子び３方

子電及年え

請申モ月

シ請デ

テスシ

スシル日

のム

基ムテ）

ムテス火

。ーー

の月、とポポ

本

同ルル

出日にザザ

提５
期
、）。明提

限金じ説の

よ要

出後にを

提午書出

及まこす

所時る請

場５

月、送
方。。

びでとる

月び、るの
提 日

同留

日曜に郵出日に書

日同送期

。便

金はじは限金じ郵

な提午に

）除。し、）
５る

ら。い出後限

かく
交。場
。及ま）

日付）所時。

時
）は方よ

金間びでに

リル 企 び
シ－画－説
明 部 ス

－書 － テ

の ム

交 － の札推

付 柔幌進

期 軟市室

間 内

交

・央報、 線 性中情

拡区基

場

張北盤－付

性３課

性

定案作

設提操

ののの
末

調端

験共

試公

び、

及

に

方機

え自

考独

のの

整

計実

業設る

計本よ

設基

北験
務実

業証

務

。

知分む

道状含

海現を

法

ス委

堀シを
、）

事析

か
時

９
で前。

ま午法る 所

）
で
ま

時
５

後
午
ら

能

目法

丁方

６び

西及

条

ョ
シ
ー

ケ
リ

プ
ア

、

八ン

六

化る
ムす

テ託

法
方
供

提
テ

ス
シ
、

計

也本
基。

達

の
ム



４

提持企平提持の
そ

平 出参画成出参他

成 場す 場又提

十 所は案年所る

四 は郵書７はこ

年 、送の月、と

六 。 提

北 海

プ平交直参平

ロ成土付接加成

曜場交表 ポ
ー年日所付明年

ザ６及はす書６

ル月び、るの月
提 日 説

道 公 報

３

ァ

続担郵北電フ

ウエ手

道番ク

プ類等当便海話

業課号総号シ

ロ似部番

ェ務合ミ

ジ

リ 企 クの
ト実－画－

第

るプ

ウエオアイ

道過契道ロ業業
に ）内去約税ポ務務 号

ザ対関 のに２ををーに

結納ルすす 規本年締滞

、にししのるる 定店間

号

と海

ロ地こ北

プる
アイ

競

治 ザの

自 ー。道

方 ポ
施 の争

法 ル

月 に書出日に

十 同留期同

四 じ郵限金じ

日

出後

に提午

。便、）。

。所時

る場５

限

金

にびで

）及ま

曜

る法
よ方

日 。

明日曜に郵出日

書日同送期 ＠
の金はじは限月

交）除。し、）

付かくな提午

期ら。い出後

交。場５ 間
、日付）所時

交時。及ま
法

場）は方

付月間びで

及で前

所ま午

部 運績

－ － 営及
及び

－ び品札推

品質幌進

質管市室内

保に央報線 確理中情

の関区基

方す北盤－

策る３課

、て審提方 に

格西

資条

店又確い査案法 基支国

及 く又は実るの者論 づ

え認び 指は地に者考の

行な方識推 名営方履で

方 止所共しい進 停業公
の体実と策 期等団たこ

で業業を 中営と績。 間

提入
い点分す な拠務有

者参

令 出札

行
求格

和 要資

昭 に加
停

令 る名

政 れ指

年 さ者

格止

第 資

法か

方時

び９

）務

号事

の６

）
で
ま
時
５
後
午

ら

者を析る

況
状

有目

保丁

シあ あすはで で有又者

とでテこ こ者スる るる
画
こ計
る化。 。あムと

理

第処

の
等
定
。策
と

要

の

領 条

９ に

年 定

４ 規

成 の

平 ４
当

月 該

事

付 な

日 し

北

都は 海

、平 道

完成

市
胆計
了 振画
し年 支

た６

法
庁

。月 告

更１５

変登番網第網第

後録号走号走号

番網第網第

成成

登平平 平

録号走号走号

１５

登

第出

係
に
務
業

成成

登平

北

北１が変 海

項あ平更 道

のっ成前

海
網道
規た 走種
定。年 支

に６

馬
庁

よ月

鈴
告

あ第
総 で

局 者

け い
ポプ
ロ、
プは
途細
別詳

昭
示和

日 第
５年
号

第
律

法
第

）
号

録

条

年
月
日

里地

住網央斜番

走
満３里

女地斜

郡番郡１

録

町本

別町

年
月
日

里地

住網央斜番

走
満３里

女地斜

郡番郡１

し

町本

別町

り 示ょ
、日 第

次
生
産
の 号 支

条種
締り

取お
売と

販

庁

則集
規ょ

行し
施鈴

例馬

関ル
にザ
ルー
ザポ
ーロ

会よ
明に
説書

る明
す説

の
項

１
第

施と
実こ
をる

る

振 よ

胆 に

道 定

海 規

北
支

八 庁 次

七

字町

行

小 発
開

長 の

所中

名

満表里表

氏女代斜代
組 又町事農事

別理町理

は業合齊協合富

農組業

敏

名同組

協長藤同長永

字町

称合男夫

組純合

所中

名

満表里表

氏女代斜代
組 又町事農事

別理町理

は業合齊協合富

農組業

敏

名同組

協長藤同長永

称合男夫

組純合

告荷
業北

和売
昭販

年者海

示

支 道荷走 海集網 北の道

変 第に長 則域庁 規地
更太

関
に

林 為

。
る
す。

が 号

女美斜中帯

工

和 る
す

照

町津市

荷満幌里標広

集 斜

、、

域町、町

地別町
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び

るめ落こす

の税す含、

組

告の物た札とる

公等
のと定織

に取品額決。
速名

めい価す後の

定扱

か及

入及こや称

る格る

第い な 条 定の 方

札びと

法法札否他 １て 入 方要
に 項、

の。 定規 アる 規に 限 の
りる 所し よす 場） に定

付を め格 交者 定資 でた

則る付 の場

有 す落 たを

関所 に付第。に ５納
の

電 す除。る 当免号す 相

項海海話 る、以事北北

付道道番 額納下
務蘭蘭 上方財室室号 以
法 の
は規市土 入

政」町現 札－ 、則幸木

証 日

保
月よ

十う

四時金と

日

同、

には

イ者
る

す

金

。の

じそ

曜

の
者

日

有

見

業－ 業
所所り
得 企北企

る

室務内 総道総。

画海画

部蘭部線 務
総市総

務幸務
番
９
課町課

関が消所

に道。にび

号

に等

る換税地

す交費在

違渡税

にき課

件引の

条

で

た品者

し物業

反す事

札 予

は格る

札価あ

入の

格い と 価な 。者 定し る

た 限し 。 制の る の者 す

務 で財 内、 囲札 範入 の
低規 最

第い番所 証－ 令と９業

金企 う を。号画
線 第務 の 付内 ）総 条 納

部 ７ す
及 る総

び こ条務

道第 海 。ら課 北 とか
財

額
金
約
契

た
っ

も
積

条 務

台除相

イウ

相
等
税
費
消

の及雪 手除交手ロ

約相

かタ

相び 換ト 方雪方ー

らラらリ

手７ 契ラ かト
約ッ

事

効そ税

無、免

、はか
ア

な定
協１

とれ

ロ交

札 、適成

おの平入
調 こ用

をタ 付

換 のを年達ー に

約 札け月すリ
契 入受６

価第 の則

格
を条

北

次 海

の 道

と 旭

お 川

り 土

一 木

般 現

の
で 則
ま 規

昭定

．．

含
を
額
当

．

キ
詳
細
は

ににク 調ッ調除 級 方 、

ン 供よ 達ク達雪 ダ

すす車 プ しり

る る級 、除

。 付、 級 ロ雪 。
、 ート１

タラ× 台 × リッ）、

除ク 、及 ３ 雪級 び 台 車除）

雪 ２

付 ド 台

る除

す

１

るに にる
る品車 事

よ 係。日物雪
ド 調項等

り
ー 達の

ザ は名

１ 、称
及台

び

年数

４量級
） 月

及

競 業

争 所

入 告

札 示 道

第

旭以 １

下 号 川
土入

札 木」
と 現

い

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

台 ー 級２ 付

台 ２ザ 、

、 台１ 、×
台 ・、

５
級
）付
を２ 付

台 ２契
４ ）の 級１） 台約 ）付

級び 日北）

、台 相 ）台

タ ケ旭ー ラ道）ロ マ海

で木除 ュ土台リ シ川２
台 さ所１ 成業車 作現雪

れ長

た
政田

府

業う
。 所）
を 告

実

示施
す
る
。

九
四

を ４手 を

当 台方 当

該 に 該

契 供 契
の１、の

付し約 約

関当

に正を

達）

調島級

る契

す則該



４
約 審

イウ契

平 条 申申査

成

請項 請を

十 を 書行

四

示 の類っ

年

す

のた

六 提と

北 海

３
件こ加を

しる条参格ア

者該と付し有申

た当こ

る請

入 で調を一よす

の

明競とか

札 あ達証般う

こ品し争すどの は る物

第 とにた入るう

、

道 公 報

２
札の平を道当

ウ入次格
行物

旭旭にい成有が該

す 川川参ず

指調

土土加れ年るう品

海と名達

木木すに北こ

者該道。競又

現現るも

業業

第

旭旭旭

納及納

アウアイ
土 入入 イ川川川川

び旭

現

平平木木木木

土土土
業業業 期場 成成現現現

業

号

除らを

交リか達

タア調
物

約車まる

契雪ウす

換

方 台に品

に１で

月 出き場

十 法先は所

四 、

日

結海

く申け郵北査北
審

ば番道果道

。請れ便海

類な号旭を旭

）書

金 のら川申川

土請市 提な

曜

現に山

出い－木者永

先。

日 業通６ の

。関者札者か
時

しで参はの期

資ア査 の 、あ加、審 条
の 速こ格かを平 ５ 迅る

２ なとのら申成

ア。審ウ請
でな６ 規

フ査まし年 の
に

ーにけ月 定

タ
サ定れ

ビるなか る

ーめば日 よ

示入こ

所所に当告争は

業要る第札れ

事事必す

にと

業
第第なこ
及す等

１１資と号関同

平指類

びるの

課課格。
成名似
を品 ・

年停等

１海さ係 ・北止に

士美富美

年年所所所所

所 日

出出野出

月月別深良深

所所張所

日日張張出張
所

・・

りつ等

よ

２２
・・

いの ロ

て仕 ー

は様 タ

、等 リ

そ 除

れ
を １れ札 ） 車ぞ入 級 雪
該入明 当 台の説
札書 契とに

指所知条 約

示北企す

よ道総。目

に海画る丁

総１

作川部番

り旭務１

６

た山課

し永務号

成市

請条

申
書

件

スとらら 条

を目

類丁

一

メろい月 付

・こな７

ンに。
で 争

ナりま 競

テよ日 般

ス２ 入

ン、

曜 で

のの土 札
の

がび及 る

制及日 あ

体

び

道れる

備に日 で

整

第な数

示い当 付告て相

台台号こ納

２１９いの

す等

定績

規。実

にと入

のこ

品る

物あ

るが

台台台台

１１１１
付付

すよ

台手。。 １相るる の 級
の達

約調
契ら

をか
）方

提１

供
に

方。
手る

相す

な号

し１

出番

で契

に入れ者

号アイウ

が費札あ約

掲札道消落

関

る額交税者るに

げ金

さ掲曜 、

入等換等とか

資除

てるを 札

れげ日 入

いに

８９
っ

務 交入開

落財て契要そ

則の 者書 規札 札

札約

購と

効の 第時 有 の作 付

７
資明

の証

入を

と入 金
納北ろ説

を入年こ札交

道よ書付 保 付海に明

札

６

る規るの

証 す

札札
下 入開開入

入以

し

加 保費 参 札札札消 に

５

ー
ロ

、

をす

場
の札 行

執
札入
入

よ当っ申る

札にに相な

務

びるり額たし事

及係

含はるを

こ消取を者出

公税すめ、こ担

の費得

札。す

告等るた落と当

定取品と決る

にの物額
価る後織

め扱のす定組

とや名

入格こ速の

るい

に
札及

決成
な

方要 第い 入 条 定の 方お

項、 法法に否他 １て 札
。 規に る の２ 限

よす 場し に定 の） 定規

交を 定資 で者 りる 所た

こ則。交

金

を 付落 め格

に

納 と第付場 の
付 。

除以る

免。す

の号関所
項海海話

、下事北北電

納
方務旭旭号

付財道道番

法規川川

は則市土

場日等 し
税

－ 、」永木

所時金と
と う

」 よ 証 日

者
。 る
う す

い 時
海成月にには
相 北平７
同同、
当
額 道

。。の
を 旭年日じじそ

の
む 土月着者

含 川７必
）。 木

北電北
時
日所
び
及場 所

川

旭号旭

道番道

海話海

川

市 土

永

道に及

にび。か称 － 木

在

る交費所

すが消び

関
に引の

件に等地

条換税

反渡税

違き課

九 しす事

五

あ

札ので

入品者

た物業

し る者 予有 す札 た

は価

者 る 格い す 価な 。と 定
範入 のた 限し 制の 。 の

山現

最務 で財 内、 囲札

政と
第う条所－ 令い６業
企 。
）丁画
１務 の内 第目総 条

線 番部 ７
及条１総

びか号務

海第課 北ら
道

も
の 業積

） 現日見

条 財

所午
３後っ

約５

入時契の

階３た分

札
に当

送額相

室郵金に
以

場税額

る費る

よ消す

現山

合及

６

所条 － 業
企

丁
１

部番 線 務１ 内 総目

画
総

号 務

効、免

無はか

、格る

課

。
るぞ業

すれ事

とそ税

価第 の則 低規

格

の 則
で 規

ま 務

も各

を条

定

、地の

はび上

和る
め 昭 費保

成消札

平方入

年税証



協１

適成入

おの平アイ

な定

調凍調

、

札 こ用

を防を に のを年達結達

札け月す止す 付

入受６

る剤る す にる
係。日物散物

北 海

北

次 海

の 道

と 釧

お 路

り 土

一 木

般 現

競 業

争 所

道 公 報

．．

第

．

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

手及札札、

続び及の入

に日び執札

お本契行説

号

アイ

平名所
成
十
四在 年
六

調等車等 事

る品布品 る

達項のの
等

、称式様

は名湿仕

及
び

４ 月札 、 ４量入 級 年数

説 輪
動 マ海書 駆 日北明

入 告

札 示 道

第

釧以 １

下 号 路
土入

札 木」
と 現

い

業う
。 所

い国約は明

て通は、書

使貨、公に

用調開よ

電す達する

話る手る。

番言続。

号語の

及停

び止

通等 －貨が
有 －

月
十称地

四
日

旭

道番道

海便海

北郵北

旭号

金川川
土 土

曜

現

木－木

現

日業 業

シ路る

ケ釧よ ） ラ道に

業

作現台 で木１ ュ土。

川

府
政宮

た
れ長

さ所

成
達

調
）
を 告

実

示施
す
る
。

り
得
る
。

線
内 道総

画海画

企北企

所所

総市総

部川部

務旭務

総
条
６
課山課

務永務

る
す二

関
に英

目
丁

入開開入
入

アイウエア
参 札札札札に

札札

入

契北北電入

イ

道道番執

約 審海海話札

項 請を釧釧号行

条 申査

書行路路の

ア

るど 条

者う

の 付のはか申申 条 件こ

審請請 ５ 一入、の

次資明い

アイウエ

般札

該こ

の平格道当し当る

物者調と

い成をが該た

有行 ず

番
１

れ年すう品で達を

号
１

入入参
に

納納札
入

ウエ

よ 証 場日場日し
加 保 加

者
る
す

所時所時金と
う

成にには

北会釧平アイ
同同、

海議路

道室土

釧木年じじそ

業月者

路郵現７。。の

市送

場 を 類っ市土

所 示
と葉現及 す－ のた双木

提

び 場
は所６所日 － 出き町業

先

時 、番企
画 審

便海結務内 郵北査号総

番道果部線

号釧を総

路申務

土請課

らを ２のの 競はか査 の

申 の 争、
定 札方ま請 規時方 入地
治にな に 参自でし期法
平申な る 資法定け よ 加

るば成請け 条

格施めれ

書れ 件

の行
審令とな

査こら年類ば 付

提ら 般
昭ろな６のな 一

る指調あ物証

和にい月

も海こ名達る品明

に北

関た

該道と競又こにし

こ。し者

当告。争はと

あ

る第札れ、で

す示入
にと迅 こ

す等なこ

と号関同速る

類フ。

びるのアと

。及

を品ー

成名似タ

平指

要

限所必
に
者 期場る

す
道
成海格

平北資
な

路
年釧

の

月土

双に所

も

町る画積

葉よ企日見
た

番合務前っ

６場総午

は部
郵務約

号、総時契

海番）送額

北便課郵金

道号に

釧よ消

る費 路

現に

－木者

土－場税

業通
総。

海画る

北企す
所知

課
双務

市総
路部

釧務
道

出な 競

６
町

葉

よ。
かの。 入
年り日先い 争

ら指 札
政、

ウ月に あ
第の７示 で

令

よ る 号及

以エま作 で
。び日り の

掲し 入
下にで成 、

請 参
令る申 に

政げた 札

北止にー

年停等サ

」資

相・

道れるス

海さ係ビ

第な数ン

示い当メ

告て
入ン

号こ納ナ

９いのテ
体

定績の

規。実ス

にと

木

るが制

す等

業
事

部
業
事
所

業
日現

九課

六

合及 木

はび 現
海着消

所北必方

業、地

番

階道）費

３

よ
いを類 し
と格書 加

号

る出 と
。す提 う
う有を

る整

物あが

第すかし

） 入をれ

購とさ

のこ備

品
の証て



エオ

平 契日こ

成 名所約本の

十 の語入

四 手及札

年 在続び及

六 に日び

北 海

ウ

の落者約

す切係分業契

札でに

る 落るり
課 札額捨

者あ関

加たとるす に 税 決をて
業 に算金なかる 相 事 定

道 公 報

入

っ契要そ各す

もアイ

札 入に。札

約 て開号る

の時げ額 作

の 札掲金 書

お 効入に

成に 有る等

第

る札交交

め入落財

アイ
付則 こ明者規 と説

札務

にの

第 ろ書の 付

決

よ交

号

税入和
イ
札入

金海

下保 証北

以札 保年
証

の 費納規
金 消を道

月 お本契

十 い国約

四 称地て通は

日

郵北電す達

用調

使貨、

番言続

海便海話る手

北
道番道

金

路路及停

釧号釧号語の

曜 び止 土 土

通等 － 木－木

日 現貨が 現
務 す 者 当し額っを事 当
者しを る で たた）た申

額もは出担 金 あ っ金を

を か はっ、る当 額 る て

とる 入 免 、当て落こす

札決。組 札 税 入該落札

業 書額価定織 書 事 札金

速名 記 者 にに格後の に

載円すや称 載 で 記１と

の

る る さ未るか及 す あ

消

て 入及る 要い な札係

にこ費

、 札否他び
告の

規 る公等

に 限の税

る し定扱

す ）に取

定 。

を を入
格 者る

資 ためい

第 る付条 定 場方

有 落札

す項 関所法法１ 。に方
の定 事北北電ア規 るの
よ

道道番場に

項海海話

路路でり

釧釧号所
交定 市土

付め

葉現すた － 双木

付 等す第
納 税付則

の 」る
。以
除 いと。

免 とこ号
付 ）

納 。下

う、
則
は 額規

法 当務
方 相財

有

政 含」
、 を

業－ 業
所所り
得 企北企

る

釧務内 総道総。

画海画

部路部線 務
総市総

番
６
町
課葉課

務双務

で消所 こ か れ満のにび

問 金端、費在 と を たの
が札等

わ 額数入税地 。

る参課 、 当あにの ず に
きす事 積 金と加税 見 該
、者者 っ のはる業 も 額

た そはで

端消る の約 の、あ 分契

る
い とす

な 者関
し 札に

たに し 。件 の る条
者 す

務入 財た 、し 札反 入違

る予

は 規札

６所。定 － 町業

価 番企

格 画

の

部限 線 務制 内 号総の

総

範

令 むと

低
最

で
内

課囲

務

）う
第 。い

の。
） 条
第 の
７ 分

及 の

第 海 相ら 北 にか び ５条
道 当

財 す

条 務 る

号

入
路参

除釧除釧除釧に
札

ト土ト土加

雪路雪路雪

免 に額 数費か ５金

ト土

額等税 相の 金税

事 当をに
イウエ

び達ロ釧

の１及調納納

をー路

相台
にすタ土 入入 手、

無 第、 則
効

２

条と

ア

交除除）交

札調リ台

入
付

雪 換換 をー雪 に達ロ

を
格

価
の

契契 すタ車３

．．

の 上

で 則 以

ま 規 額
の昭定

．

カキ
こ詳
の細
入は

る

ラ木ラ木ラ木す

札、

業ク業者

ッ現ッ現ッ現

所所所に

ク業ク

厚必 弟 中

岸要 子 標
、、、 津屈出な 級級級

出出張資

所所１

××× 張張所格

１１台 、、、

台台

方

つるリ木 に
供い物除現 期場

は等車所 付 して品雪業

除、の限所事 １ 、

業 台 雪そ仕

部 ） トれ様
ぞ等平事 を
当 ラ

れ成業

該 ッ課 の ク契入入年

約） ３
台札札

約 るリ１台
ト

と説月 の

るッ にに 物除台
ラ す約

ク よよ 品雪

事りり 等車
ロ除 項の

ー雪 名

級 タト 称

リラ 及、

び除ッ ）× 雪ク 数を 車、２ 量

台 ）当
該 １
台 １契

の入
執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

）

台台台

１１１

付付付

））

九
七

相す明

手る書日
る ら 、よ か 級。に 方

。 調 ×
す 、達
る
。

台
１

付

台約
の級

付 相）

１
か除 、 ）方び 台 級手及

を
ら雪 契
約調グ
レ の達

方。１ 手るダ 付 相すー

台

に、

、
付

供

級 し

） 、
タ１約

契 ー付

を ロ



入む和

イウエアイ

入開開入。入

札保 にの北

札札 札）年
海 札札証 参

道 保

の し規 分金 加

北 海

海話札入

契北北電入
ア

釧号行

条道道番執

約海
路路の札 項釧

場 を市土

所 示双木

道 公 報

イ

か申申申査

者う審

るど
審書行 請請

、の請を

は
らをのた のの か査類っ

第

イウエア

明い条
付の条 道当し当る件こ

調と一入の が該た該こ

品で達を般札５ 行物者

２ 指調あ物証競はの う
名達る品明争、

号

次資
ア

平の平格

成い成を
十有 ず

四れ年す
年に北る
六

よ則 証の 日場日 も海こ

に付 う第 ５納
の 時所時金と

以 す除 る。 当免 す号 相

にには下 る、 平アイ者

同同、額納 成

付 以

。の務 上方 年じじそ財
則 入は 月者規 の法 ７。

の札、

現及 す－場

保政 日見」

葉

び 場
所６所日所 － 町業

時 番企
画
務海議路 内 号総北会釧

釧木

部道室土 線
総

路郵現
よ企

双に所

課市送業

務

申提と

葉

期法先は

ま請出き

時方

北査

定け審

にな、

でし

け便海結

めれ平申な郵

書れ番道果

るば成請

とな

路申

こら年類ば号釧を

ろな６のな

土請 にい月提ら
出な－木者 よ。

現に り日先い

方規 競又こにし入地の

者参自定 争はと関た札

れ、で加治に 入こ。し

施る にと迅あ資法よ 札

なこの行条

関同速る格

付

るのアと審令件

す等
指類フ。査

を品ー和般

名似タ昭一
競 停等サ

止にー年争

月該道と

十当告。

四す示

日る第
こ

は
。又

と号

金

成
平

曜

年

日

金第 午もい 証令 積と

北

前っう を た。 納
す 約第 の 付 時契） 条
７ 郵金

及 る
とか にび こ条 送額

道第 る費海 。ら よ消北

場税

財 合等

６場総

町る画
は相条 務

は部

番合務
番）

北便課
郵務

号、総

釧
道号
海

路
土－
木

業通

現

、かの。

ら指所知

に海画る

の７示北企す

よ道総。

ウ月

及
エま作路部

び日り釧務
課

掲し双務

にで成市総
番

資請６

る申町

げた葉

格書

ス令札

さ係ビ政入
を類

あ

て相・第で

れる
い当メ

いのテ。の

な数ン号る

と入ン下、

こ納ナ以で

。実ス入
」参

等体令に

績の政札

る整いし

あがと加

が制

定
規
に
号
９
第

示
告

道
海

で 則

、当ま 規

品
物
る
す

着をの

必額

）含昭定

．

オカキ

ここ詳

のの細

入入は

札札、

ウエ
階道
３海
所北
業

者約名所約本

業契契日

あ関手及

でにの語

かし

る出

す提

有を号

アイ

れ落

開号る入ぞ

そ各す
掲金が消札

札に。札道

こ備うよ

げ額交費者

の

第す

をれ）と

とさ。う

証て
務 交て

落財っ契要

イも
作 付則札 者書 規入

札約

の
入
購
の

の

こ明
と説
る札交

め入
ア

ろ書付

及の入

び執札

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止

本

かるに日 在 るす続び

地て通

申務い国

を事お

る当用

出担使貨

しを称

海話る

こす北郵北電す

組道番道番言

とる海便
路路及

織釧号釧号語

。
の

び 土 名土

等な

にる等換税と の時
い札係よ相っ

お入にに
消取額者

て及るり当た
、

２こ費得をは

、 他び
公等るめ落

にの税す含
品額決

定告の物た札

規

後

る定扱のと定

すに取

格る格る速

資めい価す

第
有 決成
効

１入 方要 第な 条 定の 方

る 規限 のに 項 法法札否
） に

海話の。 定 北電ア

た り

釧号所し よ

道番場

路で
交者 定 土

所

。に
る付場 よ交

にの
路
釧

道
項海
事北
る

す
関

等

市

が
有
り
得
る
。

通

現貨 － 称木－木

及現

業－ び業
所所所

在企北企
釧務内 総道総

地画海画

部路部線 務
総市総

こや

６
町

課葉課

務双務

。に

有札びとか

を入及

す交費

な関が消

しに道

の の条に等

者る換税

い
違渡税 たにき課 し件引

者 、し物業 札反す事 入

付を め

入ので 財た品

現す落 た － 木

る札 予

所。者 定 － 業

と 価 企

す 格
限 線 務。 制 内 総る の

画

の

部
総

範

番
６
町
葉

双

で
内

課囲

務
号

九
八

番

則は格る 規札価あ 務

号

無、免 第、はか

効そ税

を
格

価
の

低
最

条とれ事



イウエ

平 調納納

成 達平平平稚

十

入入 を成成成内

四 土 す

年 る年年年木

六 現 物

北 海

交すロ交除ら

ク達リか

２ 除

タ車に

換 換台 雪るー雪
契 契 ト。

ラリ１つ 約 約
ッ除台い

道 公 報

協１

の平ア

定

調リ

適成入
札 用

をー雪 に を年達ロ交除
契 け月すタ車 付

換 受６

るリ１ す約 る

に 。日物除台

第

北

次な 海

のお 道

と、 稚

おこ 内

りの 土

一入 木

般札 現

競に 業

争係 所

号

．．

期場月 品月月月業

十 所 等

四 の日日日日所事

日

台

等１

様課

仕業

金

札
入

曜

明
説

日

、よ よ ク雪て 級に に

書
は り り車

、 ×ロ 除

そ 、 級ー 雪

れ 、タ ト

ぞ リ ラ

れ ×ッ除

の ク雪 、入 ２付車札 台１１）と 台 台

級す 、

付））る

よ 品雪 る

級

事り 等車
ロ 項の

ー 名

タ 称

リ 及

除 び

雪 数

級 車 量

１）

北）当
台 級を

海該

入る 告

札調 示 道

達 第

稚以は ２

下、 号 内
土入

札年 木」４
と月 現
い

業う日
。マ 所

。
る

よ
に １級を。

）当 台） を級
１契 １ 契） 、該

約を 台約 台
の契の ）
相約

１方相
手 当 付手の
相 を

）供方
か 契 台に手

方 該
相 ２、供
調 の しに
ら 約

道１契

す 手 台除し
達

稚台約
契

木手 を

土相 ）

内の 級
相調

所のら

業約か

現方
供。

にる

鷲方す
手達

長

）ラ

し

田

をケ 告

実シ

示

れ
さ
。成
る作

すで
施ュ

達
調
府
政
た

札

入開開入
入

イウエア

る 方 雪、

参 札札札に
札

ッ調タ

ら ラー
。 か トロ

話札入

契北北電入

イア

条 査道道番執

約 審海海
内内の札 項 を稚稚号行

タ

一ー
ロ

宏、

行

るど
者う
、の請 のはか申申申 条

審書 請請 ５
る
す
関
に

件こ

明い条

アイウエア

該こ付の

平道当し当る

物者調と一入

成が該た

行
年う品で達を般札

入次

内内参ず

稚稚にい
札の

日場日し
加 保 土土加れ

る
す

時所時金と
う
よ 証

道平アイ者

送同同、

稚成郵にには

内

よ。。の

土年にじじそ

現月る者

木７

場 を っ市土

所 示
と広現及 す－場 た末木

び 場
は所丁所日所 － き４業

時 、目企

入 内 査番総北階

審２画
務海 線 結

稚室

果号部道札

を総

内 申務

のの か査類 の

請課市郵

申提 のらをの ２

期法先 定ま請出 規時方

北 る定け よにな にでし

け便海 条
めれ平申な郵

書れ番道 件
るば成請

とな

内 一
こら年類ば号稚 付
ろな６のな

土 般にい月提ら

争、

北指調あ物証競は

にし入地

海名達る品明

はと関た札方

道競又こ

示入こ。し者参自

告争

あ資法

第札れ、で加治

にと迅
この行

号関同速る格施

るのアと審令

にす等な

定指類フ。査

規
るを品ー和

す名似タ昭

者該

現現るも

木木すに

礼礼必す

所所に当

業業
資と

出出なこ

文文要る

台台
１１
所所格。

張張

場の

稚
、

業
午、も

企は積

所日合見

成た

総前平っ

画
務

契 部時
務７金

総年約

九 課月額

九 ）
に

者末送

着税

必費

日消

目場

知丁る

通４よ

に広
、

。番は

る２合

す

道
海号
北番

便
号郵

出な－木 競

宗

よ。

現 争り日先い

業 入、かの。

ら指所 札

示北企 での

よ道総 る
ウ日に海画 あ

部 で
びでり稚務 の
及ま

務 入
に成市総 、
エ作内

４ に
げた広課 札

掲し末

資請丁 参
る申

物停等サ

のさ係ビ政

品止にー年

入て相・第

購れるス令

のい当メ

格いのテ。

資な数ン号

有と入ン下

をこ納ナ以

す。実ス
制」

こ等体令

る績の政

登
歌
所
業

現
木
土
内

とが

方
地

び

）及

台
１
所
帳

出

費
消

谷－
合
同

し
格書目 加

３海
舎北

庁 う
有を番 よ

を類２

す提

あがと
すかし

る出号 と

とさ。

こ備う

る整い

。

証て第

をれ）



エオカキ

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

に日び執札

北 海

イウ

れ落者約名所

入ぞ業契
あ関

金が消札でに

札道
等換税とるす

額交費者

にに等なかる在

道 公 報

る

財っ契要そ各す

もア

規札 入に。

約 務て開号

の 第時げ 作

則の 札掲 書

に 有る 成
効入 お

第

る札交交

和め入落

アイ
札

の 付付 北こ明者 年と説

規よ交

決 道にの

海ろ書

号

税入
イ

平札入

成以札 保
十下保 証
四証 金

年金 消を

六

は明

お本契行説

の 費納

公に

て通は、書

い国約
達する

用調開よ

使貨、
。

海話る手る。

北電す
及停

稚号語の

道番言続

内

び止 土

通等

現貨が － 木

当た申務

係よ相っを事

消取額者しを称地

るり
含、る当

費得をは出担

等るめ落こす北郵

税す

道番

の物た札とる海便

定織稚号

取品額決。組

い価す後の内

扱のと
格る速名土

及こや称木－

びとか及現

て 入及 要 第い な札 条の
にこ 項、 札否他び １

告 定規 る公 規に 限の の

る し定 よす ）に に定 。

入 め格 者る 定資 ため り

付定 場方

有 落札 たを を

関所法法

第。に方

則る
以事北北電ア

。る

号す
道道番場

下項海海話の

務内内で

財稚稚号所
交 規市土

付

」広現す － 則末木

月納 税付

十付 等す

四の 」る

日

。
う、 。

除 いと
免 とこ

付 ）

納

金

法 当

方 相

曜

、 を

は 額

日

有

政 含

所り － 業

得 企

る

部線 務内 総。

画
総
務
課

道。にび業
海

交費在企北

が消所所
務稚

に等総道

換税地画

渡税総市

き課部内

引の
者４

物業課広

す事務末

格る２

価あ目

ので丁

品

す 価な 者関 定し 札に 予

の る条 の者 する 格い と

入違 のたに 限し 。件 制
で財た 内、し 囲札反 範

る

は 低規札 最務入

い丁所。 － と４業

う目企
務内 ）番総

。２画
線 第

号部
総 条務

第
ら課 か

）

第 。

令 む

条

の条
の

海 相

北 に

び ５

及 の

７ 分

務 る

財 す

道 当

ア

るど い条

者う

付のはか申申 条 る件こ

請請 ５ と一入、の の こ

審

はか番
を般札

、免

れ事

そ税号
し当

入次明

エアイウエ

が該た該

納札の平道当
行物者調

にい成

参ず

の則

加れ年う品で達 入

無 価第、
効 格

２

を条と

調凍調納

入
アイウ

札
達結達 にを防を

付入

定
の
で
ま

す止す

．．

上

則 以

規 額
の昭

．

を ２のの 証競はか査 の

申 の 明争、ら

札方ま請 規時方 し入地
に 者参自でし期法 定 た
資法定け よ で加治にな

条

る格施めれ平申 る あ

書 件

この行るば成請

と審令とな

。査こら年類 付

い月提 般
昭ろな６の 一

品

すに北指調あ物

和に

又こに 場るも海名達る

当告争はと関

者該道競

、

所必す示入こ。し

に

にと迅

要る第札れ

なこ

す等な

北資と号関同速
フ

道規るのア

海格。に

ー

内す名似タ

稚定指類

土るを品

る剤る す
物散物期 る品布品

事等車等

項のの日

名湿仕

称式様
等平 及

成 び
数級 量入年 、札 ４説月 輪出 競よ。

政、かの 入
年り日先 争

ら指 札

示 で
令
第の
ウ日に あ
。びでり の
号及まよ る

し 入
下に成 、
以エ作 で
掲

請 参
令る申 に

政げた 札

止にー

木物停等サ

」資

れるス

業のさ係ビ

現品
い当メ

事入て相・

所購
いのテ

課資な数ン
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札以 札保

保参金
費 し納

消 加を

第

海話札入

契北北電入
ア

稚号行

条道道番執

約海
内内の札 項稚

場 を市土

所 示末木

号

イ
た

類っ

書行

請を

申査
審

条 定の の

月

方要 第い な

十

１て 入

四

項、 法札否他

日 に
に定 。 定規 る 規に 限 の
よす ）

金

定資 た りる し
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び業 る る 未るか及現 す

ので消所所 こ か 満のに

画 。 問 端、費在企 と を
ず が札等総

わ 数入税地

見 る参課部 、 あにの務
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を
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５
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メを第 ・等令 ス件

ン満

下

ンて以

ナし。

テた号

のる

スい

と

がを」

制と令
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を
出
種議議 会会

し議議

者
た
類員員員員

金沢木北村

資石鈴道川

た
昭
告

の
和 公江北

示 別海 職で 第

、
年 市道

法 の議議

同 号

員第
第 議議法 種律 会会

類員

）
条 号

治だ日２ 第

政こ大の

ま向第

道会会会届
団とと１ 条

越

者

部た

本し

合を

連出

賢

崎利狭林前

水浅若小

会援

援援後会

資

則賢新

野越田沢

藤寺安金
会

会

基 項
に ３
定 第

哲哲貞清

の よ
そ に
、 定
き 規
づ の

次 理
を 管
等 金
称 資
名 る

司発み

管洋康開た

の 団

合究後

団後連研お

理二

名援会

の会後会援

体援
事

る
た

異主同同同

称会

じ吉の ３

よよ項 第

務

動

援羽定 の の後と規 項

体

に 規
よ

称会づ に

の基 定 名会

の 金

主江函そ 資
、 る
き

称 理

る市市名 管

た別館
中上

義一靖市二

央湯等 団 事

同同同同同

金

支

勝路室

十同釧同根管

同

也夫二吉
所所所

支支

平同同

所所
支支
振高
胆日同同

す
表

定公
り 指
お の
と 体

。成
る平

項地
在
所

事の
所

月
６
年

都樽川ル上

寿小旭ビ川
標

郡市市２郡

通町

異都光条茶

寿新４

桜

町２

次 の 所町川を 体 務

字丁

町

の 届 の番
在
地番出と 所
の
号 地

日表成

代小大公平
り
お

表
者玉向す

理

月 氏
豊豊。６ のる年

成

治が平

政出。
届る団

資あ
金っ

正の６

規た年体

で月平

海
北

田同

道 家

選 政

挙 一

管 西東

理 地地

委 区区

日

成
平

海）
北分

月
４
年

目丁

新開目丁６

進

２２

町番左目

号号番

壇
天 ４ 動地 －

市郡

都樽川上

寿小旭川

郡市

名治吉

北

所所
支支
狩島
石渡

日

成

法

海

、
昭同日

第４届

和法年
月出 年

第
第２

律の）先

法条分

１
規海 第

の北 ）
項 号

員 後後

会 援援

告 会会

第
示

号

委
理
管
挙

選
道

本家
橋田

会
員

一 委

一 員

一 長

町

都町条茶 内寿港３標
字

町６通

字－
右ラ

旧島目ル

渡４丁ル

タ４ン

町キ
ハ号
ビ地 ２ 容マ番 －
ル

平３

委
会

員
委
理
管

挙
選
道

成
長
員

定道

項
づ管 ２
基挙 第

に選 条

会 定
そ員 規

、委 の
き理

等長 る
称員 よ

名委 に
の

金
を 資

同同
郎司
太

幸誠

の 管
次

之
康

橋

同同

志川路

４届後同上釧

年
先所所所

分支支支 出 月

体
お 団
と橋 理

之
康

橋
） 定す
表之 指

公 の
り康



造事
製う型式の概要

１

技技式

又業遊遊型製型

式業 検の機機試
造 は所
査所のの験

北 海

適 遊で平

の のの

条務た

検又代 正 技、成

定は 化 機同

型則６申名 等 の規年表

者及 関 式第月請称者 に

の

のび す に９

関条日

道 公 報

北

遊 海 当自

技 道

機

該政由

公

の

政民

安

認 党 治主

委

定

団党

員

及 本 体本

会

び

を部

告

型

支

示 部部

第

っ 北

政た 海

の

熊新

道

で
治
選

、
資 坂沼

挙

同
金
管

法
規 成

理

第
正
委

７
法 剛透

員

条 会

号

氏小

管
金

資

玉

理 平
団 成豊 体 十の 四名治 指

年定

六の

分名名号

を在種区番 者

行地類

兵回遊ビ株

庫胴技ー式

県式機ン会

伊遊のズ社

市機定ウマ

丹技認タエ

の

９式

丹型

伊び

北及ン

所名 法 す第氏住 る氏

丁

兵株代 技項
律 る１名

取 和 上規庫式表 昭 術の

の定県会
伊社締
マ 法 格よ丹エ役 年 規に

松 第 適公北赤 律 にり市

合示伊
丹 しす北

式

丁治 てる海 号９泰

第

の

と
す道 の検 号

政定

る

公

のに

党等 名

安

称）す

名称関

委

規
る

員

由

政自則

会

の
昭

党民昭

告

２
和 函北

示 館海

第 第

１
年 市道

法 議議

項 号

員員規
第 議議の

律 会会

定

ま沼づ 第

く新基 ）
に 号

か後、 条

さ透き ６

月取公江

消 十職別 届 四市 出 日の議 を会 し

議 種 た
類員 者

金

資小

曜

管豊
金玉

日

定

目検

資理治

規
る

４す

の関

地に

番等

目 い。道 ）

第
条
６
第
則

る公 第
旨安

４の 検員 第地 の委 条番

委 項４ 定会
潮 を
営定
俗長 検
風員 の

主和
規。
の田 う
等い
業

告 党
北年 の

示

部幌安

札公

道家 支

海国

名

第規

区会 の東員

市委

援そ 第

称部４

支第

五則

称 の

後名 項

剛会の １

成

の よ
次 に
を 定

会等 規

援
市市お 政

館別と る

函紋

表 部

原園公 支

美花り 党

体援
団後

丁２す の

５町

市
た別

主江

金称
名

の会
央 事中 る 管

町 務

検検検又代製う

号
２ 所

又業 定表 定定は造事

検

有請称は所 者 定の申名

行
及を
制）

年

う型式の概要

２

業っ
び

型製型 表 は造事

又代製
所技技式 者
名又業遊遊

６

主域有第
）
号

造 称は

区し
動と
活位
る単
たを

１け検検検検 が設
域て

上れ定の申 定 以ら定定

出

目丁る 届

のる年有請

目。

－あ

番１が

坂沼成
平

熊新
号７

剛透月
６

成年

在
の 所地 の 理番

豊 の 体者玉
表

代小

団
地

番効の 者及検の 名治
氏

住を在 期氏 月のび査所
三

日号間名所名行地

氏

表重重

平第公大高代三

示阪砂 成

の府電取県県

日大器締度志 年

阪産役会摩 ６

石玉浜

月号平市業郡郡

成中株
央式井城島 日

検の機機試

年区会町町

び査所のの験 式業 の 及

名号

住を在種区番 者 氏
所名行地類分名

高代三三回遊カ高

砂表重重胴技ジ砂

電取県県式機マ電

器締度志遊のヤ器
－業

産役会摩技認ー産
株

業郡郡機定

株石玉浜及

町町型会

式井城島び式

町部月の 番効 市支者
会

又あ日号間名 村で氏 期
示阪 選か平第公大 はる

成

の府 挙否

日大 区か年

阪 のの６

成中

月号平市 区別

央 日

年区 届事

同同

日

渡網成
平

島走
所所海４

支支北年

指年平

定
取月
消日

治蚊大

先所
支 出狩

届石

字塩

月船夫野字

６南社
場

広

）丁原字

日二松屋

か目

見 ら９
３番番
番 年

の

社治蚊大式社

１ 間号

等

松屋定

字塩検

夫野字
広に

原字
見関
す 番

る 番

船

出務６南

６
第
則 １規

場 先局月
３番

ら９
か目
）丁

日二
年

理
管
挙）

選分

道月

間号 長
員

委
会

員
委

一
一
二

之
康

橋

号
２

第
条



概要検検検検又平

定定は成 製型申名 定

十

造式請称 定の

四 試者及 年有

年

月 験のび 番効 業

六

北 海

検検又代製う型式の
５

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

道 公 報

事
う型式の概要検検

４
技式定 業遊遊型製型定

式業 の機機試年 造 所技

月 所のの験番

第

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

検 年有 造式請称は 者 定

のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

技技
遊遊型

型式の概

３

番氏住 期 者

のの式 機機

月 名号日号間名所十
四 平第公東ベ ベ日 示京ル 成 ル

の都コ コ

日台株 年 株

東式 式６

会月号平区会金 成東社 社

上 日曜

６一
年野

日

氏住を在種区 期氏

月丁

デ

間名所名行地類分名
技ジ

公東ベ代埼群回遊
式機ス

示京ル表玉馬胴
佐遊のロ

の都コ取県県

役い波技認

日台株締さ

東式

ま赤及

平区会た郡機定

上木市堀び

成東社鈴

一暢橋大式

年野三町型

区番 者

月丁晃五字の

６

地類分名名号日号

在種

平第 群回遊デベ

成 馬胴技ジル

県式機７コ

年 佐遊の－株
式６ 波技認

郡機定会月号

赤及社

氏

字の

大式

町型

堀び日

名所名行

番氏住を 期 者

公東ベ代埼

名号日号間

平第 高

示京ル表玉 成 砂

の都コ取県 電

日台株締さ 年 器

東式役い 産６

社鈴ま

業月号平区会た

成東 株

上木市 式日

五

社６一暢橋

会年野三

遊ゾ

類分名

種区

月丁晃

認
遊の

式機メ

胴技ロ

回

目

の
式

型
び

及
機定

技

日
）番
か

２
ル
間ビ
年藤
３佐
ら号

目丁鹿検

階

目島定 日

等 ）番

に か
３佐地５す

ら号番－関

２第

ル則

間ビ規

年藤る

等

島定

鹿検

第
条

階６

に
条
６
第
則
規
る

５す

－関

目丁

第

目 日
）番
か

間ビ
年藤
３佐地

ら号番

る
す
関

に
等

定
検

階
２
ル

要検検

８

第
条
６
第
則
規

遊遊型製型定

型式の概 製う
号
２

年 造 技技式定

定は造事

検検検検又代
者 定の申名又業 定表 定

要

７

号
２

年有請称は所

造事

又代製う型式の概

名又業遊遊型製型 表 は
検

６

造 称は所技技式 者

定定

型式の概要検検検

式請 定の 遊型製型申 定

事

代製う
号
２

年有 造 技

試

は所技 者
又業遊 表造

者月 のの験番 式業 機機
類分名名号日号

種区番
平第 回遊デベ

成 胴技ジル

式機ベコ

年 遊のル株
式６ 技認
機定会月号

及社

番効の 者及検の

型
び日

住を在 期氏 月のび査所
群

日号間名所名行地

氏

表玉馬

平第公東ベ代埼

示京ル 成

の都コ取県県

日台株締さ佐 年

東式役い波 ６

鈴ま赤

月号平区会た郡

成東社
上木市堀 日

及検の機機試

年野三町

氏 び査所のの験 式業 の

名名号

住を在種区番 者

所名行地類分

ベ代埼群回遊デベ

ル表玉馬胴技ジル

コ取県県式機ナコ

株締さ佐遊のナ株
式

郡機定会

式役い波技認

堀び

社鈴ま赤及社

会た

式業 機試者

三町型

木市

番氏 期 者月 の験の 番効
東

分名名号日号間名

区

平第公 遊デベ

示京 成 技ジル

の都 機７コ

日台 年 の株

東 認式６

成東

定会月号平区

及社

上 び日

査所の

の検の機
型年野

群回

名行地類

を在種 氏
取県県式

表玉馬胴

代埼
郡機

役い波技

締さ佐遊

式

三町

木市堀

鈴ま赤
た

す
関
に

等
定
検
の

一 る一 規三

五字

６一暢橋大

６
第
則

目丁鹿

月丁晃
目島 日
）番
か

年藤
３佐地５

ら号番－

の

暢橋大式

階
２
ル

間ビ

等

目島定

丁鹿検

晃五字

に
第

則
規

る

地５す

番－関

目

の月丁

式６一

６

検
定日

等）番

にか
ビ

る年藤

す３佐

関ら号

橋大

６階

第２

則ル

規間

目島
丁鹿

晃五字

暢

第
条

号
２

第
条

地５
番－

号
２

第
条

号
２



表造事

代製う型式の概

所技技 者
又業遊遊型製

の式業 の検の機機

造 は
査所の

北 海

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定
者及 年有 造 技式請称 定

の験のび 番効 式業 機試
月

道 公 報

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

第

事

代製う型式の概要

９

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

号

検検又 平
定定は 成申名 十請称 の

四者及 有

年のび 効

六

類分名名

を在種区者 氏

式

代群ぱ遊フ株

名行地
県ん機ー会

表馬ち技ィ
認ーダ

締桐このバ社

取

エド

市技定クイ

役生遊

ト

田野びスー

寳境機及

町型

久六式

所

区番氏住 期 者

治丁の

東株

分名名号日号間名

平第公 株 遊

示京式 成 式 技

の都会 機フ会

日渋社 年 のィ社

谷ダ 認ーダ６

東ド

定バイ月号平区イ

成 及ード

二ー び戦ー日

６目

型国年丁

式

月

地類

氏住を在種 期氏

の

代群ぱ

日号間名所名行

京式表馬ち

平第公東株

示 成

の都会取県ん

日渋社締桐こ 年

谷ダ役生遊 ６

寳境機

月号平区イ市技

成東ド
二ー田野 日

治丁

６目久六

年丁町

名号

を在種区番 者 氏

月

名行地類分名

代埼群回遊デベ

表玉馬胴技ジル

取県県式機スコ

締さ佐遊のロ株
会

役い波技認－式

た郡機定
型

木市堀び

鈴ま赤及社

晃五字の

暢橋大式

三町

氏住 期 月間名所 十
四公東ベ 日

式

日台株

の都コ

示京ル
東
平区会 金

上
成東社

曜

６一
年野

日

定

目検

月丁

等
６
第
則
規
る
す

関 地に 番

第
条

番 検
関ら

にか

等）号

定日３

条
６
第
則
規間

る年

す３

第

番目

日３

検

間
年
３

ら地 か番 ）号 等

目島定

丁鹿

に
第
則
規
る

地５す

番－関

目

第
条
６

日
）番
か

２
ル
間ビ
年藤
３佐
ら号

検又代製う型

イ
号
１

階

業遊 表 定定は造事

検検

称は所技 者 定の申名又

イ
号
１

有請

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検検検又代

年 造 は所技

名 定表 定定は

の概要検
式請称者 定の 型製型申

号
２

年有 造

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

検の機 年 式
型定

要検

有

のび査所の 番効の 者及

行地類

氏住を在種 期氏

群株代群ぱ

号間名所名

示馬式表馬ち

第公
の県会取県ん

日桐社締桐こ

生ソ役生遊

ィ井境機

号平市フ市技

野ア置野

成境

式業 検の機機試

年町町

種区番 者月 査所のの験

行地類分名名号日

を在

平 群ぱ遊鉄株

成 馬ち技骨式

県ん機親会

年 桐この父社

市技定フ月

生遊認ソ６

境機及ィ

の 試者及

町型

野びア日

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公群株代

名名号
株

示馬式表 成 式

の県会取 フ会

日桐社締 年 ィ社

生ソ役 ーダ６

境ィ井

バイ月号平市フ

成 ード

野ア置 戦ー日

の 者及検の機機
国年町

期氏 のび査所のの 番効

行地類分

氏住を在種区

株代群ぱ遊

号間名所名

示京式表馬ち技

第公東
の都会取県ん機

日渋社締桐この

谷ダ役生遊認

境機及

号平区イ市技定

二ー田野び

成東ド寳

号日
番
月 験

試

年丁町型

平
成
年
月

６

目

月丁男丁

６七定七

日

目
日

間
年

３
ら地地 か番番 ）

定

目検

丁の

七式
等

６
第
則

規
る
す
関 地に 番

６七定

月丁男

目
日

六式

間
年
３
ら地 か番 ）

治丁の

６目久

月
番目検
定 日３

等

３す

ら関 地 かに 番 ）号

６
第
則

間規

年る 一
一
四

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



要検検検検又代平

定定は成 型申名 定表

十 式請称者 定の

四

の 試者及 年有

年

月 験のび 番効

六

北 海

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

道 公 報

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

番効 式業 機機試年有 造

月 のの験

第

造事

検検検検又代製う

型申名又業 定表 定定は

年有 式請称は所 者 定の

査所 番効の 試者及検の

月 験のび

号

機

造 技
遊型製

式の概要

番氏住 期氏 の式業

月 号日号間名所名十
四 平第公群株代日 示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生三役 ６
月号平市共金 成境毒

野島 日曜

６六秀

年町

日

住を在種区者 氏

月丁行

名所名行地類分名名

氏

式

東株代栃千回遊コ株
パ会

京式表木葉胴技コ
のラ社

都会取県県式機
技認ダエ

江社締小四遊
道機定イレ

東エ役山街

コ福荒市及スコ

区レ市
の型

明田井鷹び

有
三

台式

番期 者

目夫一の 番 丁貞

類分名名号日号間

種区

平第公 回遊ロ株

示 成 胴技ク式

の 式機ジ会

日 年 遊のゾ社

技認ウエ６

レ月号平
成

機定
及コ

び日

を在 期氏

の月

式６

型年

号間名所名行地

番氏住

平第公東株代栃千

号日

示京式表木葉 成

の都会取県県

日江社締小四 年

東エ役山街 ６

福荒市

月号平区レ市道

成有コ
明田井鷹 日

の 年三

台

区者

月目夫一 番

６丁貞

株

分名名
式

遊
認大ソ

のれ社

機踊会

技

フ
ア

及長ィ

定

目

の
式

型
び

日

検 地

間
年
３
ら地 か番 ）

番に

地１等

番目定

１丁

第
条
６
第
則
規
る
す

地関

検
す３

関ら

にか

等）

定日

地

第
条
６
第
則
規間

る年

１丁
番

）地１

日番目

か

関
に

等
定

検

間
年
３

ら地

第
条
６
第
則
規
る
す

型定定

式の概要検検検

年有 造 技式定の 遊型製

検検検又代製う型

号
２

名又業遊 表 定定は造事

有請称は所技 者 定の申

号
２

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

年 造 は所技技式 者

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

型式

イ
号
１

年有 造式請 技技

又業遊遊

造事
製う

の験番効 式業 機試

は所

名号日号間

区番期 者月
平第公

分名
サ 遊

示 成 ミ 技

の 機玉ー

日 年 の緒株

認で式６

成

定ド会月号平

及ッ社

びカ日

効の 者及検の機
型ン年

在種 期氏 のび査所の 番
間名所名行地類

氏住を

ち

第公東サ代埼埼ぱ

号
示京ミ表玉玉

の都ー取県県ん

日豊株締川狭こ

島式役越山遊

南大機

号平区会市市技

池見台字

成東社里

の検の機機試

年袋一中

者 氏月 査所のの験 式業

分名名号日

を在種区番
平

名行地類

サ 代埼埼ぱ遊

成 ミ 表玉玉ち技

取県県ん機ガー

年 締川狭このッ株
会月

役越山遊認チ式６

市市技定ャ

里南大機及マ社

見台字びン日

番効 式業試者及

一中型

所

番氏住 期 者月 験のび

公東サ

名名号日号間名

平第 株

示京ミ 成 式

の都ー フ会

日豊株 年 ィ社

島式 ー三６

成東社

バ共月号平区会

ー

池 セ日

所のの

検の機機
イ年袋

遊

行地類分

を在種区

査

この

県ん機

馬ち技

群ぱ

市機及

崎技定

勢遊認

伊

６

和型

三び

月

式
の
検

す３

関ら

にか

等）

定日

一 る年一 規間五

治目田

６二丁新

６
第
則

字

月丁
目

番芝 日
）番地

年１ ３地 ら号番 か２８

字検

治目田の

丁新式

間

等

番芝定

地

に
第

則
規

る １す 地関 番 ８

目

ト月丁

ン６二

６

日

式

間
年
３
ら号

か２
）番

の

町

検
規
る

す
関

１に

地等

番定

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
イ

号
１

第
条

イ
号
１



ぐ基 渡

渡づ 島

島き平

ろ

海

支、成

は

区え
庁次 漁な
管の年 業

内と６

わ

調

沖お月

漁

整業
合り 委の
に制日 員

北 海

製型定定

の概要検検検

式業試年有 造式定の 型

月 験番効

道 公 報

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

第

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

号

検又代 平定は 成申名表
十請称者 四

の 者及 年のび 六

お限
操

会

いす
業

指 指

てる
に

示

、。
つ

第

総
い

１

ト
て

号

ト
法 ２

業 数
漁 ン

、
上
和 以

昭 ン

名名号日号間

番期 者

渡

平第公 奥島

示 成 村海 の ビ遊

区 日 年 ッ機
グ株６漁 マ式月号平

業 成 ネ会
ー社日調 年

整

氏住を在種区 期氏

月
６

遊

号間名所名行地類分
ち技

第公愛奥代愛静ぱ

示知村表知岡

の県遊取県県ん機

日名機締名駿この

古株役古東遊認
機及

号平屋式屋郡技定

野昭山び

成市会上市小

昭社
区栄区用式

年和和町型

区番 者

月鶴作鶴沢の

６

地類分名名号日

を在種

平

行
群回遊パ株

成 馬胴技チ式

県式機ス会

年 桐遊のロ社

定イ陣月

生技認タ西６

市機

広及シ

町型ウ

沢びョ日

氏住氏

丁の

六式

月名所名 十
四東株代 日

役

千社締

都会取

京式表

田陣
代西

金

平原

区藤

曜

町
河

日一

年
律 ン

法 ト

示

満第 未
の

漁第
力）
動号

船
し項

用１
使第
を条

委
員

）
日

会
舞舞字検

間
年
３

ら
か

）丁丁窪等

日二二萩定
に か目目

関 ら２２
地る

３番番番す

年

検

第
条
６
第
則

間号号規

定

目

等
則
規
る 号す １関 地に 番

号
３

番
４

目
丁

第
条
６
第

まに
む定
営規
ての

船承操ことば漁

なるれ
成

な団認業の認な獲

ら

たな績

い編を協漁めら

けのとい報

。成受定業

た承き。告

９

しり承承付標承

げ限交

を

獲、で認認を識認

漁

け等受

物又な証を受板

携けたのけ

ははいの受

天の帯た承掲た

、他。

６７８
イ
号
１

限の揚操陸獲

制こ陸漁

年員隻漁港業揚物

前委

の陸

度会数業のす港の

承限漁数揚

にがの制る

承

灯
２３４５

号
２

こ特

業の認

台操平操午操こ
の漁の

中業成業後
禁 心期

を象

点間年止時承業対

月間ら営者

か７時か認

域恵
区郡
限田
制亀

１

ら

はを、の

者認は書

岬
山

た漁

船け該出

、受当提

成、間

編は者

を者業

団

の

け秩他

な業は

し漁又

義者認示者

ばの競

れ序

を、

そ舶務は証は

災船

帯識

他転当携標

のに、
な等

むし承し板

や載該
れ操

得はにけを

をて認
な期

いらるば業

なな係
な中

合いぐら間

場なま

のに認等船はげ
を。ろ

業めき、港

漁認では２

承者隻業内

のたる操以
にる

をは域す

認数区と

受
業内る

操以す

け隻面。

１翌む

たす区

しと地

日日も

ら前は

か午の 度

２渡 真

ま海 位月時島 方

で業 線ま漁 の日で区 ）
中
台
灯

に委 間整 の調 と

渡郡
北

下
県

森
青

と
点
心

及る

ら持す

な維合

島尻

と
具者

。漁業

いび漁

な

業
止操

防で
の間
害の

被

除たはい、

る定
図協
を

漁

、しな該

きだえ。当

員業の

認委漁船

承、わ

す

記が操や

に会を見

証
とる箇

さ要すい

載必業

掲

陸めきに

た認と所

れ

陸

績。に

実る内

揚たは

め

者定

るを

す港

有揚

を け会 お員

ら
な

ば
れ

け
な

庁受 支を 島認 渡承 るの

海ば 合れ 沖け 内な 管け

台

漁灯

区崎

海屋

ら 域な

員と

委点

整心

調中

業

一会を

一会結

六

め締
たを

と

西線
だ

長ん

、示

あけ
がな

要し
必結 外は員な

以合委し

港場

らば

陸こかれ

に、会け

田上

。
い
な

。
い
な

揚の 支

美登
葛

勝郡
磯



平
成
十
四
年
六

北 海 道 公 報 第

のの

しここ

摘

１２

附

示示

と指指

た
則

こ平用

、、適

ははの

き
れ成期

号

事漁

の以摘の

こ日指こ

の委のの

業に項業

漁内
にを

認会守認

承員遵承

を

月
十
四
日

金

曜

日

間 に

の

な月こ

わ６、

従年は

け

施

ならの

ばか示

れ日指
る日

いすの

な行行

ら施

た

け出け

受提受

。か

。

れ、

はけは

者な者

たし
成ら項

獲な各

漁ば前

、

る

告。め

報い定

績なに

成
平

ら

書

年
月

も

る
す
と
で
ま
日

号、

７か

第ほ

記の

別の

、が

を会

）員

式委

様本
め

業認。

漁と

該要

当必

後指

了て

終

一
一
七



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公

左該に

河こ沖よ 海 口の合っ

びに位囲

区及表方て 岸
右 沿よにま 海 岸るおれ

口る海

河けた 岸

第報

の

年げ和こ

釧法釧る
間北り

路律平路期年限

内は海で

管第成管

内

年白、道な

糠６糠規い 号 白

け第 第 町月町さ則。 ）

の の

日茶・ 茶

号

勝
十

路
釧

平海
成区
十漁
四業

年調

六整

日
発
行

沖付当面 左

合近該を 方の沖い 方

位区合う

真域距。 右

方と離

位はの 方

）、点

沖 域左を
右結
海ん

平の線
岸だ 合

条
１） 川川す 第号 路路ま

口口を 項第 河河」

の
定の 近近捕 規条 付付採
定 お釧、て に規 にでし

十表な づに け路次は 基
、り 勝のら きよ る
け区欄い 次、 さ海左な

の知

月委

十員 委 釧
四会

路 日

示
指

十員第

勝

号
１

海 金会
区 曜
漁

日指業

（
購
読
料

該び 成当及
距そ

点れ 月のぞ ８離れ 年 期

との
の沖 らそ該 か、当 日

点合
かの 月

ら点

と事 ・漁に。

間そを 日

す調げだ おの ま業掲た
区、 制可 」整るし り許

す受 捕員域北 限を 採委

つ会お道 るけ に会に海

てて面者 い長い海 。た
捕 漁同業採 、花、漁が

法の整す 業川表調

調
示整

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

当線
れだ
ぞん でれ結 ま

場 俊右規る
は 和雄に合 昭欄則
掲昭、

円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

一
一
八

ト法
株制
式文
会書
社課道


